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サザエTurbo 　（召αだHis）　cornutus　Solander　より

得たる吸虫（7与砲加回s 属）について

（1）分布と成虫の形態

市　 原　　 醇　 郎

日黒寄生虫館（館長　亀谷　了）

（L965 年5 月11 凵受 領）

緒　　 言

魚貝類の寄生虫類の研究の一環として，サザエ7 祐 勧

（Bat　illl八）ω・7・lit　us　Solanderの そ れを調査 し た と こ

ろ，その中より一種の吸虫を発見した．しかもそれは成

虫であったので，これについてその同定を試み，更に日

本近海におけるその分布について調査をした．

研究の概要

今回は日本沿岸13 ヵ所 より入手した340 コについて

その内臓を剖検した．その結果，野島崎（千葉県），秋谷

（神奈川県）， 真鶴（神奈川県）のものからFel 　lodisto－midae

のProctoec・6 に属する吸虫を発見した． 本虫は

脱嚢しており，虫体が大きいこと，生殖器官が成熟し，

子宮に卵が充満していることなどにより成虫 と判定し

た．水吸虫を 乃7y ／りaヽ G 属（以下 冫t と略す）の既知種

と比較したところ，7こ ，ルi　c．　ulatusに最 も近い 種である

ことはわかった．しかし現在までのところ 乃7yyarr四 属

の各種の間において今なお確立した分類学上の区別点が

ない状態であるので，サザエのR を 冫t ル ，cz・／㎡公 と

決定することは困難である．

しかし，巻貝の類に吸虫の成虫が寄生することは珍ら

しい．

サザエの調査地域およびその寄生率と寄生部位

1962 年4 月 野島崎を最初に，日本沿岸13 ヵ所の サザ

エを剖検した（Fig．　1，　2，　Table　1）．一部地域を除いて

は，調査数が充分でなく 結論的にはいえないが．7こ の

感染が関東近海の野島崎ほか3 ヵ所に限られていること

は，ある程度の局地性を予想させる．寄生率は全体とし

ては19 ．8　％　（67／340）であるが， 感染地3 ヵ所のそれは

野島崎43　％　（27／63），秋谷24．2　％（39／160），真鶴13 ％・

（1／8）と，概して高率である．寄生部位は腎臓である．

サザエの腎臓は肝臓，胃と共に体の大部分を占める器官

でこれらの前方背側にある．そして外套腔の下から後方

の囲心腔の後方部までのびる緑色ないし褐色のヒダ状の

器官である．本吸虫が得られたのは主として，囲心腔に

近い後方の部位であるが，それより前方からも得られた

（Fig．　3）．　1個体あたりの寄生数は1 ～H 匹で普通はL

～3匹の間で67 個体から計193 匹を得た．

形　　 態

最初に，未圧平標本に基づいて述べると，生時の色は

黄褐色を呈するものが多く，まれに赤桃色のものが発見

された．外形は少し背側に曲っだ体の前3 分の1 を除い

ては円筒形で，この前端は吸盤を有して徐々に細くなり

生時にはこの部分を盛んに伸縮させる．5 ％ホルマリン

固定したものは体前部は白色となり背側に90 °以上の角

度で曲がるものが多いが真直ぐなも（7）もある．卵黄粱は

黒色の小胞状のものが左右に2 群に分れ．それぞれが背

腹に更に分れている．卵，精巣は背側を占め，子宮は褐

色に体後部の全域をうずめる，4 個 体の計測では，体長6mm

～7．2　mm，　幅1 ．0　mm～1 ．6mm で 厚さは腹吸盤

の部が最大で1 ．5　mm～1 ．8　mm　であっ た．

次に圧平標本による形態，計測値を述べる（Fig．4．Table

2）． これらはすべて70 ％アルコールまたはシャ

ウジンで固定され，マイヤーのヘマトキシリンで染色さ

れたものである． 体長，体幅などはTable　2　に示した

ので，ここでは平均値および標準扁差のみ（SoD 。として

カッコ内）を記す．

体外形は長楕円形であるが前端はトックリ状である．

鏝大幅は腹吸盤もしくはそれより後方にある，大きさば

（426 ）
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Distribution　of　？。d 。ぼ6　Sp．　from　Turbocornutus

　in　Japan

jyりct．　not　found　（萋）：　Proct．　found

？，－。び．　found　by　others．

Fukaura　　　　　　　7．　Numazu

Sado　　　　　　　　　　8．　Irozaki

Nojimazaki　　　　　9．　Kashima

Akiya　　　　　　　10．　Ejimashoto

Manazuru　　　　11 ．　Akune

Ohshima　　　　　　12．　Tsusima

13 ．　Aoshima

恥鈿azaki
43％（2y63）

Fig．　2　Distribution　of　Proctoec・a　sp．　fromTurbo

　cornut心on　the　coast　of
Kanto　district
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Fig．　4－1　乃・θΓXθc，ヽ es　sp．　obtained　from

Turbo 　corn。tus．　（ventral　view）

O ．　S－Oral　sucker，　Ph－Pharynχ，　P．g－Pharyngeal　grand，V

．s－Ventral　sucker，　O－Ovary，　Sh．g－Shell　gland，　T－Testis

，　I－Intestine，　G．p－Genital　pore，　D ．　herm．
　－Ductushermaphroditicus

，　P．pr－Pars　prostaica，　Eχ－Eχcretorytube

，　V．sm－Vesicula　seminalis，　V－Viterine　gland，　U－Uterus

，　E－Egg，　G←Gland　cell

Fig．　3　Schema　of　Tarbo αgzz冶お　removedfrom　shell

，　from　the　right　side。

（東京水産大学実習要領より）L

gonad ，　2 ．　stomachal　caecum，　3．　osphra－dium

，　4 ．　anus，　5 ．　liver，　6 ．　operculum，7

．　kidney，　8 ．　hypobradual　gland，　9．　intes－tine

，　10 ．　gill，　11 ．　foot，　12 ．　renal　opening，13

．　stomach，　14 ．　pericardial　cavity．

（427 ）
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22 ．

Proctoec び
＊　（Turb り）

乃 ’octoeces　macidatus
（励 どirs　et・ ぶ。）

Proctoec どa－　maculati び
（jか が朏 ）

Procto どrび ざ冫訪か心，八
（Cala 。，z，夕）

Proctoe ぽ∫　∫ubtenu 八
（，Scrobicularia）

乃・octoeces　major
（Pag ？刀ぶθ用心 ）

＊Host　in　parenthes

Body

L　5．3－9．8
＊（7．05，　＊＊S．D　1．2）W

1．2－2．7
＊（2．08，　S．D　0．04）L

1．73－4．46
W　0 ．34－1．1

L　2．4－3
．2

＊（2．74）

W　0 ．6－0．9
（0．81）

L　2
．07

w　0 ．52

L　1．52－4．80
＊（2．92）

W　0 ．56－1．4
＊（0．96）

L　3．8－5．6
W　0 ．96－1．28

＊　Mean　value　in

＊ ＊
parenthesis
S．D　Standarddeviation

Table　1　Number　of　eχamined　host　and　infectionrate　of　

乃石びθ匹びin　each　locality

Locality date

Number　Number

of　eχami －　of　infectedned　host　host

1．　Fukaura　　1964．10．18　　　20
（Aomori ）

2．　Sado　　　　1964．　4．22　　　10
（Niigata）

3
ツ ザ1963

．　4．17－　　63

（Chiba ）　1964 ．　8．　5

4．　Akiya　　　1963．12．24－　160
（Kanagawa ）　1964．10．10

5．　Manazuru　1963 ，　9．8　　8
（Kanagawa ）

6．　Oshima　1964 ．　8．27　　n
（Tokyo ）

7 ．　Numazu　1963 ．11．29　　　8
（Shizuoka）

8バrozaki　1963 ．　5．24　　14
（Shizuoka）1964．　1．23

9．　Kashima　1964 ．　7．26　　　5
（Shimane ）

lO ．Ejima　Isl．　1963．12．14
（Hyogo ）

7

11．　Akune　　1963．12．　5　　13
（Kagoshima）
12 ．　Tsushima
（Nagasaki ）13

．　Aoshima

1963 ．10 ．22　　　18

（Miyazaki ）　1964．　1．　9　　3
－

Total　　　　　　　　　　　340

Prefecture　in　parenthesis

tion

rate
（％ ）

0

0

27

39

1

0

0

0

0

0

0

0

0
－

67

0

0

43

24 ．2

13

0

0

0

0

0

0

0

0
－19
8

（428 ）

Table　2　Comparision　of　 ？gd 。eces　from

Oral　sucker

0．336－0．618
（0．492，　S．D　0．098）0
．336－0．856
（0 ．592，　S．D　0．148）0

．2　－0．56

0．23－0．57
＊0．21－0。32

（0 ．24）

（0 ．30）

0．25
0．30

0．14－0．32
（0．20）

0．14－0．30
（0 ．21）

＊0．52－0．7

＊　Diameter

Ventral　sucker

0．579－1．04
（0．745，　S．D　0．145）0
．604－1．14
（0．833，　S．D　0．114）O

。23－O。64
0．29－0．84
＊0．35－0．46

（0 ．38）

（0 ．43）

0．30
0．48

0．24－0．57
（0 ．34）

0．26－0．57
（0 ．39）

0．53－0．76
0．72－0．95

＊　Diameter

－

7．05mm 　（S．D．　1．2）×2 ．08　mm　（S．D．　0．04）． 口吸盤

は0 ．492　mm　（S．D．　0．098）×0 ．592　mm（S．D．　0．148） の

大きさで前端に近く腹側にある．これにっづき，前咽頭T

があるがきわめて短かい．咽頭は円形に近く，口吸盤よ

りyJヽさい が良く発達している．

咽頭の後縁にPharyngea ！　gland　（Freeman 　et　a！．，1958

） が認められる．これに続く食道は短かい．腸は咽

頭と腹吸盤の間で2 叉 し，体側方を後端に達する．腹吸

盤は体の前3 分の1 の部にあり楕円形で0 ．745mm 　（S．D

．　0．105）×0 ．833　mm（S．D．　0．114）の大きさで，　Pedicle

の上にある．卵巣は腹吸盤の後方背側にあり，0．496　mm

（S．D．　0．073）×0 ．496mm 　（S．D．　0．098）を計測した．こ

れの形は，本吸虫において，最も変異性の認められた器

官である．明らかに三葉形に近いものと円形もしくは楕

円形を呈すものとあり（Fig．　5，　11），その頻度は観察数24

の内前者が13（54　％），後者は11（46　％）である．

ホルマリン固定の末圧平の標本を微針で開いてとり出

した卵巣（Fig．　11）も三葉形に近いものが多かっ た．卵

巣の左後方の背側に近く円形の精巣が左から右に斜めに

っづく．前方の精巣は0 ．523mm 　（S．D。0．130）×0 ．590mm

　（S．D．　0．134），後方のものはO 。576　mm（SoD ，0．10）

×0 ．620　mm　（S．D．　0．105） の大きさである． 卵巣の 右

後方に卵殻腺と思われる円形に識別される部分がある．

卵黄巣は小胞状のものが，枝状に群をなしている．これ

の占める範囲は卵精巣部の側方で，卵巣の後半から後部

丶T＿＿＿－1＿＿＿．xT ＿‥＿＿L＿＿＿　　Infec－

－

－ －

－



Turbo 　with　re！ated　species　in　measurements　Dimension　in　mmOvary　　　　　　　

（Anterior）　　　Testes　　（Posterior）

0。384－0、656
（0．496，　S．D　0．073）0
．328－0．624
（0．496，　S．D　0．098）0

．17－0．4

0．14－0．41
＊0．16－0．22

（0．19）

一
－

＊0．05－0．27
（0．16）

0．31－0．420
．36－0。53

＊Diameter

M 冂

9

QI

ヨ

ヨ

0。352－0．728
（0．523，　S．D　0．130）0
．352－0．832

（0．590，　S．D　0ユ34）0

．19－0．42

0．19－0．57
＊0．15－0．20

（0．18）

－

＊0．10－0．28
（0．19）

0
．26－0．320
．33－0．50

＊Diameter

Eggs 　Cμ）

0。352－0．798　　　　　39．6－75．6

（0．576，　S．D　0．105）　（67．4，　S．D　7．2）0
．448－0．904　　　　　　　　17．6－36
（0．620，　S．D　0．073）　 （26．7，　S．D　0．99）
（Anterior　and　Posterior　　　66－76
Testis　involved）　　　　　　　　26－34

＊0．16－0．23　　　　　　　（55）
（0．19）

一
一

＊0．12－0．32
（0．21）

（Anterior　and　Posterior
Testis　involved）

＊Diameter

P ．P「

Fig．　4－2　Anterior　end　of　Cirrus　pouchCirr　

：　Cirrus，　M．n　：　Muscular　nodule，P

・　pr　：　Pars　prostatica

の精巣の後方に及ぶ．左右から横に走る卵黄輸管は卵精

巣部の腹側で，左右から合する．輸卵管は卵巣の後縁か

ら出て，背側に開らくラウレル氏管を分岐し更に卵黄輸

管と合して子宮にっらなる．子宮は体後半部の全体を占

める．子宮端部は陰茎嚢の前端部に開く．精巣の前縁か

ら輸精小管が出て，陰茎嚢のやや後方で輸精管となって

陰茎嚢にっらなる．陰茎嚢は棒状で，前端部はややくび

れ，後方の近くはふくらみを呈している．陰茎嚢の位置

Fig．B

．S．：

（26）421526

－76
（42）15

－30
（24）37

－4021
－22

23

Author

Ichihara　（1965 ）

Yamaguti（1934）

Stunkard　et
Uzraann 　（1959 ）Linton

　（1907 ）

Freeman 　（1958）

Yamaguti 　（1934）

4－3　Vesicula　seminal　isBulb　shaped

terminal　end

100）1

Fig．　4－4　Eggs

（429 ）

－

1

け「

ノ

ノ　　

レ ノ

ノ

ノ

……
一
．

ノ

　B

‘S‘　　　　　　　　　
／‘
／‾‾
’゙’　　　　　　　l

0



○0000
00000
00000

00000

000 こ、二
Fig．　5　Various　shape　of　ovaries，　from　globularto　trilobate

，　pressured，　stained
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．　6　Histogram　showing　distribution　of　lengthof　eggs　of　

乃－・ctoeces　from　T　urbo。rnutus
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Fig．　7　Correlation　diagram　of　the　eggs

of ？。dg ぼi”　from　Turbo　cornut心

は腹吸盤の左側にあり，前部は腹側に，後部は背側にあ

る．腹吸盤より長く，後端は卵巣の前方にあるものと，

これに接するかそれより後方に及ぶものとある．陰茎嚢

の内部には基部に貯精嚢があり，輸精管にっながる．貯

精嚢は不規則に蛇行する管である．これの輸精管にっら

なる部分がbulb 状にふくらんでいるのが，13 個体の内10

個 体について認められた（Fig．　4）． 貯精査の前端は

細長いPars　prostatica　にっらなる． これの周りには，Prostatic

cell　を伴う．陰茎は 同嚢先端右側にあり， わ

ずかに内側に曲る．陰茎と対称の位置またはこれに覆れ

るように筋肉質の突起がある．この突起の位置は，近縁

種では陰茎と対称の位置にあるか．これより前方にあっ

て陰茎を覆うような位置にある．これに対してサザエの

沢 の中に，突起が陰茎より 後方にあったものがあるこ

とは他の 八 に見られない特徴と思われる（Fig．　4）．生

殖孔は腸分岐点左後方の腹面に開き，　Hermaphroditicduct

を経て，陰茎嚢に連絡する， 強く圧平した 状態で

は，生殖囗より陰茎嚢先端がとび出ナのが認められた．

排泄嚢はY 字形で，後精巣もしくはこれの後方で2 本 の

管にわかれ，それぞれ腹面を腹吸盤より前方にのび，腸

の2 叉するあたりで背側に向う．分岐するところより排

泄口に至るまでの同嚢部周囲は波状を呈するものが多か

った．排泄囗は腹面に近くあり，1 個 体であったが，こ

れをかこんで濃く染まる 組織があり，　Freeman 　et　al．

（1958 ）がSurrounding　collar　of　gland　cells　とするもの

に相当すると思われる．いずれの個体も子宮内に卵を充

満しており，長楕円形で大きさの他，形もやや変異が認

められる（Fig．　4，　6，　7，　10）． ホルマリン液浸のもの

より取り出した10 個 体 からの100 コについて 計測して67

．4μ（S．D．　7．2）×26 ．7μ（S．D．　3．5）の結果を得た．長

さについては度数分布図（Fig．　6，　7）に表した如く，57μ

以下のものは少ない．同圧平標本の 体内よりの卵10 コ

の長さと幅の比をとったところ2 ．1が4 ＝1，　2 ．2が112

，3が2 　3，　2．4がIn ，　2．7が2 コであった． すなわ

ち細いものからずんぐりしたものまで変異する卵を有す

る個体もある．

（430 ）

種名同定について

以上の形態すなわち，体が円筒形であること，陰茎嚢

が腹吸盤の後部に達ナること，同嚢内に管状の貯精嚢を

有すること，受精嚢を欠くこと，小胞状の卵黄巣が卵精

巣部に存在すること，排泄嚢がY 字形であることなどよ

り，　Fellodistomidaeの 乃－octoecesに属する事は 明らか

1　

六

二
：j ゛

二

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

功　　　40　　　5D　　　師　　　70　　　8C ／｜

ケ＼

l



回

Fig 。8　y うr／ctoeces　sp．　obtained　from　7・z。－bor

りr／・lit　Iび。（dorsal　view ）　pressured ．not

stained ．

で

渺

Fig．　10　Eggs　obtained　from　uterus

4

Fig．　9　Cirrus　pouch　（ventral　view）pressured

，　not　stained．

Fig ．　11　Type　of　ovary　：　a．　globular　b．tri！o－bate

c．　typical　trilobte　（a －c，　pressured，stained

）　d ．　trilobate　（dissected　fromfluke

，　not　pressured ．）

（431 ）
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である．更に貯精嚢の形，囗吸盤と腹吸盤の比から ／！

のうちのj ！　7jに7・lilt　us　（Loos ，　1901），　O由ner ，　1911（以

下7 こ／≪．），　I’．　5。ろyc。，ふ（Linton，　1907），　Hanson ，　1950

（以 下 冫t5．），Ja　ggφΓ　Υamaguti，　1934　（以下μmaj ．）

に近縁の種と思われる．

サザエの μ，？．・ノ・．，jり ．およびP ．　viaj．の体の大き

’さの他， 凵吸盤などの諸器官の 計測値を 表にしたのがTable

2　である．これを見るとサザエの 冫t の各部の平

均値を，／・III．，　P．　s．のそれと比べた場合，体長が約2 ．5

倍， 最大幅が 只yjl．　の約2 ．6倍， ／り．の約2 ．1倍であ

るが，これと共に囗吸盤，腹吸盤，卵巣の大きさについ

ても， サザエの7・tが7 り ，．，7り ．の約2 倍から3 倍で

ある．つまり全体として大きいともみられるので，大き

さの点のみで本吸虫をf りj，．，jり ．から ぽ別することは

困難である．各器官を比べても明らかにサザエの72t と

顕著な差を示す点はなく，わずかに形態の項でもふれた

様に，陰茎嚢先端部の 突起の位置に7 り・・P ．s．と和違

する個体があった．卵巣の形は ノか・x．では円形で，凡s．

も同形であるが後者は1 例（Freeman ，　1962）三葉形の卵

巣を持つものが報告されているンサザエのr の卵巣は

円形のものと三葉形に近いものとあるので7 ＝t。，．，7り．

と次に述べるr　 ・nmj．との中間型と思われるが， 断定

は出来ない．『jjl．　と7 こ5．間を区別するところは卵の大

きさである．　Stunkanl　et　al，　（1959）のj「仙」Freemanet

　al．　（1958） のP ．S．，の卵の大きさ 平均値を比較する

と，7り．．が55 μ×26 μ，7り ．が42 μ×24 μ で ／气 の

方が小である．　Freeman　et　at　（1958）は7 こj．の卵には

最大73 μ，小さい

している．　Manter　むにd ．　（1962）はjR77j ．　の卵50 コを

計測し，34 コは64 μ～67μ×21 μ～24μ で11 コは60

μ 以 下，5 コは67 μ 以上の長さを報告している．サザ

エのjjt はManter のこの計測例と良く一致する．以上

の如くサザエの7 ＝tは，　P ．m．とよく一致するが各部の

大きさの相違の他卵巣の形態の半数以上が三葉形を呈す

ること，陰茎嚢の突起の位置などは特別でft 冫7冫．の記載

とは一致しない．

P．　mり ．がJ ／りj・P ．s．とlメミ別されるところは卵巣が

μ
川り凵こあっては顕著な三葉形であること，生殖凵が

右側にあることである． 更に 体の 大 きいことなどであ

る．

したがって体の大きさについては，　P．　maj．がサザエ

の7 ・tに最も 近い． すなわち体長， 体幅の変域が μ

（432 ）

7・・り．の最大側か，サザエのj ’弋の最yJヽ 側に かさなる他，

同様なことが，囗吸盤以下の計測側にっいてもいえる．

卵巣の形態もサザエのft に近いが，しかし生殖口が右

側に開く事，陰茎嚢部の突起が陰茎より前方にあること

卵が小さいこと，および腹吸盤の輻が，体最大幅に比し

大きく，サザエの7 こ が0 ．4に対し，μ7j・可．のそれは0

．7である． これらのことから木吸虫は フレmuj ．とは

異なるものと考える．

Proctoeces 属 と 既 知 の 宿主 との 関 係

／‰ 冖叱・7心 は 普 通 海 産 魚 類 の 寄 生 虫 で ， 日本 近 海 か ら

は ， 伊 勢 湾 の 砂『 心77・α・コu 乱 訃 削 タイ の類 』， 瀬 戸内

海 のS ．　mac 。w や 圦，／心， 八，gmw 川y　t。。’atus，　S．　aries

（以 上は タ イ の類 ），コ ブ’ダ イ ふ ，矼 ヽE、方 面a ，竹滔 山yx叭

キ ジ ハ タ 母 ）みlephelu八ukara の 各種 の 魚 か ら μ7 心 一

口山 ／心 が 報 告 さ れ て い る（Ynmaguti ，　1934 ，　1938 ）． ま

た別 の 種 ノケ ノルφ Γ が 瀬 戸 内 海 の マ ダイ か ら得 ら れ て い

る （Yamaguti ，　1958 ）． こ の他 に我 国 か ら 八 〇j・／・yf の

メ タ セ ル カ リ ヤ が 広 島 の カ キOstreet 　gtgas よ りえ ら れ

（Fujita ，　1925 ）， 種 名 未 定 の 乃wyo 叩心 の 幼 虫 が 浜 名 蓆

の ホ ト ト ギ ス μ心 鬲 加ゐutes 　se。柚z 畄 よ り， 報 告 さ れ

て い る（Yamaguti ，　1938）．こ の 碌 に 貝類 か ら も 得 ら れ て

い る の で あ る ．　Freeman　et　al ．　（1958 ）は7 う・octoeces の

各 種 の採 集 地 と 宿 主 とを 表 示 し てい る が そ れ に よ る と．

宿 主 と な る 魚 類 はTrieste ，　Naples ，　Black　Sea ，　Ber－muda

，　Red　Sea ，　Tortugas，　Me χico，　North　Queens　land

な ど の 各 地 か ら 採 集 さ れ て い る ． そ の 後Hawaii ，　PuertoRico

か ら の 報 告 もあ る ．こ の 碌 に暖 海 の多 数 の 魚 類 に 世

界的 に 分 布 す る こ と はStunkarc ；レ ／　£／／．　（1959 ），　Manter

（1962 ）等 に よ り指 摘 され てい る と こ ろ で あ る ． こ の 吸 虫

類 の 宿 主 と な る 魚 は 鋭 い ， 硬 い 歯 を 持 ち 低 棲 の 軟 体 動

物 を 食 す る タ イ の 類 や ベ ラ の 類 で あ る と い わ れ て い る

（Stunkai ・d　t，／　al．　1959 八

こ の 慰に ， す で に 成 虫 が， 英 国 のTames　estuary　 の

ナ ノハナ ガイ に 近 縁 の貝 乱 ，7滔滔 ，ん7ぬ がα．し，よ り μsi

　tbten・心 が 見 ら れ ， 更 に 米［刈のLong　Island　Sound　 とConneticut

の 沿岸 の ム ラ サ キ イ ガ イj か・til心 心・・／八 か

ら は7t　 ・・・心ヽz・／d／町 の セ ル カ リ ヤ が 街 ら れ て い る ．

ま た ムラ サ キ イガ イ か ら　Wood　Hole　 で μ7 ，れaヽ。la－

／心 の成 虫 が 得 ら れ てい る ． し た が っ て サ ザ エ は ？x’θc－

たむ わ’の 巻貝 と し て の 最 初 の 宿 主 で あ り， 貝 類 と し て は5

番 目 の 宿 主 で あ る ．



考　　 察

r 属 はOdhner 　（1911 ） に よ り 設 け ら れ ， 次 の 種 が 含

ま れ る ．　P ．
　maculat

。
ぶ，　P ．　subtenuis ，　P ．　major ・，j・tinsolit

鵬 （Nicoll ，　1915 ），　P ． 刀tagnoru ∫Manter ，　1940 ，

．R　72政刀7zα・g刀θΓ1，x∫Siddiqui 　＆ 　Cable ，　1960 ，　I：t　／み，Zθ。jSiddiqui

　＆ 　Cable ，　1960 の7 種 が そ れ で あ る ． こ の 他2

例 の 種 未 定 のr の 幼 形 の 報 告 が あ る ご と は 先 に 記 し た

通 り で あ る ． こ れ ら の 内 冫t　magnoms は 口 吸 盤 が 腹

吸 盤 よ り 大 き い こ と で 他 種 と 区 別 さ れ る ．r7
吻 血x －gnoj

’us は 両 吸 盤 の 大 き さ の 関 係 は ， 前 種 と 同 じ で あ る

が ， 貯 精 嚢 が 円 形 に 近 い ．　P ．　lintoni 　fま貯 精 嚢 が 管 状 の

部 分 と 袋 状 の 部 分 の2 部 に 分 れ る ．j 二tみ・solitus は 貯 精

嚢 の 一 部 が 陰 茎 嚢 外 に あ る こ と で 他 種 と 区 別 さ れ る
．

以 上 の4 種 は 明 ら か に サ ザ エ のF と 区 別 出 来 る ．j

りjz ． が 米 国 の ム ラ サ キ イ ガ イ の 生 殖 腺 よ り セ ル カ リ ヤ

（C ．
　milfo ㎡ensis 　Uzman ，　1953 ）， ス ポ ロ シ ス ト ， 成 虫

の 各 段 階 で 得 ら れ て い る ．　Stunkard　et　al ．　（1959 ）は そ の

報 告 の 中 で ， 沢 は 生 活 史 の 省 略 が 行 わ れ る と 述 べ て い

る ．r　77z．　の セ ル カ リ ヤ の 寄 生 率 はLong　Island　Sound

な ど で1953 年 に は7 ％ ， 成 虫 と 一 緒 はWood　Hole　 で1959

年 に0 ．5 ％ と 低 い ． 我 々 （1963 ） は 東 京 湾 の ム ラ サ

キ イ ガ イ60 コ を 調 査 し た こ と が あ る が 吸 虫 は 認 め ら れ

な か っ た ．　Stunkard　et　al ．　（1959 ） は 更 に ，r の 分 類 に

ふ れ ，　p ．　tXx。 と7 む ． を 区 別 す る こ と は 現 状 で は 困 難 で

あ りE5 ． をP ．m ．　の 異 名 と し て 報 告 し ， こ の 問 題 は 更

に 検 討 を 要 す る と し て い る ．　Freeman　d　at 　（1958 ） は

英 国 のScrobicula 池i 　pla ？・α の 腎 臓 よ り100 ％ の 寄 生 率

でP ．S． を 得 て い る ． 彼 は こ の ノニt5． の 得 ら れ た 地 域 で

は ， 魚 類 が 生 活 史 か ら 除 か れ て い る と 述 べ て い る ． ま たFreeman

は μs ．と7 りx ． を 分 け て い る が 尚 調 査 が 望 ま

れ る と し て い る ． 更 に こ の 報 告 の 中 で ，　P ．
　magnorus はrj

． の 異 名 と し て い る ．　Freeman 　（1962 ） はp ．　s．　を 使 っ

て 興 味 あ る 実 験 を し て い る ． す な わ ちS ．　plana の 腎

臓 と 共 にP ．S． を ベ ラ の 類 のC ．ten砿ibrus
　riゆaZ 池 とCmz

心brus 　n㎡ 砂j の2 種 の 魚 に 喰 わ せ て ，　20 ％ 感 染

す る こ と，2 週 間 生 存 し て い る こ と ， 体 の 小 さ い も の が

生 残 る こ と を 報 告 し ， ま た こ の 魚 よ り 得 たP ．S．，　60 個

体 の 内1 個 体 の 卵 巣 が 三 葉 形 で あ っ た ． こ の こ と よ りP

．　maj ． をrj ． の 異 名 と し て い る ． も う1 個 体 陰 茎 嚢

の 外 に 貯 精 嚢 の 一 部 が あ る こ と を 認 め ，7 こinsoliti ・y をrs

． の 異 名 と し て い る ．

ま た こ の 実 験 結 果 に よ り ， にj ．に と っ て は 魚 は 必 然 的
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なものではないとしている．このことは今回サザエから

も7 こ の成虫が得られた事よりも頷ける．7こy．の卵巣の

変異性が認められたことは， 益々 瓦7。P ．S．，　P．。X球

間の分類を困難にし，複雑化した．これがサザエの 沢

の種名の決定をのばした理由の一つである．サザエとい

う宿主の影響が体の大きさ等にどう及ぼしたかも研究さ

れた後でなければ種名について決定的なことはいい難い

と思う事もその一つである．

本篇の要約

日本産サザエを全国13 ヵ所より採集し， 剖検したと

ころ，下記の3 ヵ所より吸虫を発見した．その寄生部位

は腎臓であって，寄生率は次の通りである．野島崎（千

葉県）　43％　（27／63），秋谷（神奈川県）　24．2％（39／160）

真鶴13　％　（1／8）である．発見されなかった場所は（数字

は剖検数）， 深浦町（青森県）　20，佐渡（新潟県）10，

大島（東京都）　11，沼津（静岡県）8，石廊崎（静岡県）14

，鹿島町（島根県）5，家島諸島（兵庫県）7，阿久根

（鹿児島県）13，対馬（長崎県）　18，青島（宮崎県）3

の10 ヵ所であるが，剖検数が充分でないので， 結論的

にこれらの場合は陰性であるとはいえない，しかしある

程度の局地性は予想される．

体が円筒形であること，陰茎嚢が腹吸盤の後部に達す

ること，陰茎嚢内に管状の貯精嚢を有ナるごと，卵黄巣

が小胞状で，卵，精巣部にあること，排泄嚢がY 字形で

あること等より 升叱／叱（w 属とし， 脱嚢し 体が大きい

こと，子宮内に卵を充満していることから成虫と判定し

た．

本吸虫の圧平標本の形態の大略は次の通りである．体

はおおむね長楕円形で平均7 ．05　mm　X　2．08　mm であり，

腹吸盤は口吸盤より大きくPedicule 上にある． 卵巣は

三葉形に近いものと円形を呈するものとあり前者が多数

を占める．精巣は2 個ともほぼ円形で，卵巣の後者に斜

めにっらなる．排泄嚢はY 字形で，後精巣のところで2

叉し，分岐したものは腹吸盤の前方に達する．卵黄巣は

小胞状で枝状に群をなし卵精巣部の側方にある．陰茎嚢

はほぼ棒状で，前端に陰茎と陰茎に相対するかまたはそ

の後方に位置して突起がある．陰茎はPars　prostatica

を経て管状の貯精嚢にっらなるが，これは不規則に曲折

する．生殖口は食道の後方左側である．郛は長楕円形で

平均67 ．4μ×26．7μの大きさである．ft 属において形

態のうちサザエの に に固有のものとしては次の3 点が

あげられる．

（433 ）
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1） 体長，体幅などの他諸器官がいずれも最大を呈す

る個体が多かった．

2） 卵巣の形態にかなり変異性が認められる．すなわ

ち円形46 ％，三葉形に近いもの54 ％である，

3） 陰茎と相対する突起の位置が，これより後方にあ

るものがあること．

μ 属内 に は現在P ．　maculatus，八 輿ibtenuis，　Iこy

刀ajor，他4 種 があり， 上記の形態からこの3 種に近縁

である．これらのうち卵巣の変異性，陰茎資突起の位置

を除いてはE ・心7a心Z 耶 に一致する．

Freeman 　（1962） はp ．　VI．　と卵の大きさで区別される

にs．を，ナノノヽ ナガイの類から得て，これを魚類に感染さ

せる実験を行ったところ，感染した60 個体のうち，1個

体に卵巣に 三葉形のものがあったことから，　P．　major

を7こ5、の異名としている．また体の小さいものが生残つ

たことは興味がある．

Freeman 等は『m ．　と 只夕．を分けながらも両種の再

検討の要を説いている， 一方Stunkard ，　Manter 等は7

愆．を 苣匹 の異名としている．

以上の如く，サザエの ノニtに固有の形態も認められる

が，これの近縁種の間に確立した分類上の区別点がない

こと，最も近いと考えられる7 二tn に変 異性の可能性が

あることより種名は更に検討した上で決定したい．

Proctoeces は普通海産魚の吸虫であるが，貝類として

十人ハナガイの類の他，ムラサキイガイから成虫がすで

に報告されている一方，我国からも幼形であるが 八 属

が，カキ，ホトトギスから得られている．　これらの事実

から　7煢琵叱に のあるものは 魚類のみならず貝類を終

宿主とする事は明らかである．

サザエは 乃‘octoecesの貝類5 番目の宿主であり 巻貝

としては最初の宿主といえる．

稿を終るに当り，本研究に種々御援助を賜った北大山

下次郎，同町田昌昭，東京水産大宇野寛，同内田至，国

立科学博物館ノト菅貞男，東京都水産試験場大島分場倉田

洋二の諸先生に深謝致します．又材料の入手に協力を惜

しまれなかった加賀見， 軽部， 久木田， 斉藤， 菅生高

井，奈良谷，平井の諸氏にもこの際厚く御礼申し上げま

す．尚この論文の一部 は 第33 回 日本寄生虫学会総会で

発表した．
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ON　A　TREMATODA 　（PROCTOECES　SP ）OF　THE　TOPSHELL ，TURBO

　（召A7‾了’7£びざ）CO 尺yじTにS　SOLANDER
I

GEOGRAPHICAL　DISTRIBUTION　IN　JAPAN　AND

OBSERVATIONS 　ON　THE　ADULT　FLUKE

Atsuo　ICHIHARA

（j・かg 。r。Parasitolog たa　I　Adust忽≫i，　Toky 。）

T 　opshells，　T 　tirbり　cθ・7・討 心　So 】ander　collected　in　thirteen　localities　of　Japanese　coast

（Fig．　1，　2　Table　n　were　dissected，　and　an　adult　trematode　which　belongs　to　乃
’octoeoびsp ．　wasfound　in

the　kidney　ぐFig．　3）　of　the　topshells　collected　in　three　localities．　Its　infection　rates　areas　follows　

：　　Nojmazaki 　（Pf．　Chiba ）　43　％ 　（27／63），　Akiya 　（Pf．　Kanagawa ）　24 ．2　％ 　（39 ／160），Manazuru

　（Pf．　Kanagawa ）　13．0　％ に／8）．　The　coasts　where　the　trematode　was　not　found　are　asfollows　

：　（Figures　show　the　number　of　the　hos ↑e χamined ）．　Fukaura　 （PE　Aomori ）　20，　Sado

（Pf．　Niigata ）　10，　Oshima 　（Pf．　Tokyo）几Numazu 　（Pf．　Shizuoka ）　8，　Irozaki　（Pf．　Shizuoka ）　14，Kashimamachi

　（Pf．　Shimane ）　5，　Ejima 　（Pf．　Hyogo ）　7，　Akune 　（Pf．　Kagoshima ）　13，　Tsushima 　（Pf．Nagasaki

）　18，　Aoshima 　（Pf．　Miyazaki ）　3。

As　the　topshells　collected　in　the　negative　localities　are　not　su伍cient　in　number ，　it　cannotL

）e　concluded　that　the　topshells　of　those　locatities　are　free　from　乃四 有）aw　sp．　It　seems，　however，that

the 　areas　in　which　topshells　infected　with　the　trematode　dwell　are　limited。

The　characters　of　identifying　this　trematode　with　the　genus　 乃7 竡／。匹6　are　as　follows　：Body

cylindrical，　length　of　cirrus　pouch　e χtend　posterior　to　ventral　sucker ，　tublar　vesiculaseminalis　presence　in　cirrus　pouch

，　receptacle　seminalis　abscent ，　vitellaria　ovary－testicula　zone，etc

．．　Body　unencysted ，　large　eggs　full　in　uterus　are　enough　to　decide　the　trematode　as　an　adult。The

general　morphology　 ぐFig、4 ，　8，　Table　2 ）　based　on　the　adult　twenty　specimens　fixed ，pressured

and　stained　are　as　follows　：　Body　elongated　cylindrical ，　7．05　mm χ2 ．08　mm　in　mean ，ventral

sucker　on 　pedicule　elongated　oval，　and　larger　than　oval　sucker　at　the　anterior　third　ofthe　body

．　Ovary　being　posterior　to　ventral　sucker　shows　the　types　in　shape ，　trilobate　andglobular

．　（Fig ．　5，　11）　The　number　of　the　former　takes　the　majority ．　Globular　testes　posteriorto　ovary　diagonal

．　Excretory　tube　being　shaped　separate　into　two　arms　at　the　level　of　theposterior　testis　e

χtends　to　anterior　to　ventral　sucker　and　runs　to　the　dorsal　side．　Veteralia　folicleswhich　group　in　fingers　like　and　situated　in　ovary

testicular　zone．　Iregularly　coiled　uterus　occupythe　posterior　part　of　body

．　Metraterm　opens　in　anterior　to　cirrus　pouch ．　Club　shaped　cirruspouch

　（Fig ．　4，　9）　contains　cirrus　slightly　curved　to　inside　and　muscular　nodule　in　anterior　ofthe　pouch

．　The　latter　situates　on　the　same　level　with　cirrus　or　diagonal　posterior　to　it　as　ifcovered　by　it

．　Cirrus　leads　to　pars　prostatica　which　conects　with　tublar　and　coiled　vesiculaseminalis

．　The　posterior　e χtremity　of　vesicula　seminalis　shows　often　bulb　shape．　Uterine　eggs
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elongated　oval　67．4μχ26 ．7μin　mean　based　on　measuring　100　eggs ．　Eggs　variable　in　morphology ．

くFig．　4，　6，　7，　8）　The　calculations　of　organs　are　showed　in　Tab ］e　2．　The　proper　morphologicalcharacters　of　the　trematode　from　topshell　are　as　follows

．

1）　The　size　of　body　and　organs　are　the　largest　among　 乃・octoeiヽ 6　spp．

2）　The　ovary　varies　in　the　shape　trilobatic　54　％，　globular　46　％ 　（Fig ．　5，　11）

3）　The　muscular　nodule　is　found　at　the　posterior　to　the　cirrus　in　many　specimens ．

As　the　present　author 　conciders　that　this　trematode　JS　most　c］osely　related　to　r　inaculat。jexcept

for　the　difference　in　the　shape　of　ovary　and　in　the　situation　of　muscular　nodule．

Some　points　regarding　classifiction　of　jy 。ctoeces　spp．　may　be　not　clear　and　the　？。　ma－culatus

　is　variable　in　size　and　shape，　the　specific　name　wil 】be　decided　in　future ，　Pr・da ぼ・from

topshell　has　some　peculier　characters ．　The　adult　of　Proctoet ・6　was　obtained　from　notonly　A

か 召／。5 ，？dulix　but　also　Scrobi。 ／αΓia　plana ．　The　larvae　of　乃－6rZθぼ6　were　found　fromOstrea　glg

’is　and　Bra池 辺antes　s
。。ゐα。j　in　Japanese　coast．　The　topshe11 ，7 。晒a　cornutus　1sthe　fifth　host　of　shell

－fish　and　丘rst　one　as　prosobranch．
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